
1. 導⼊ 
❏ キャラ語尾:「特定のキャラクターに与えられた語尾」 

(⾦⽔ (2003)) 
(1) アル、お、クマ、ケロ、ざます、ざんす、しん、ぞな、 
 っす、ってばよ、でありんす、でおじゃる、でがんす、 
 でござる、でごわす、でしゅ、でやんす、なも、ナリ、 
 ニャン、にょ、ぴょん、ぷー、… 

3. キャラ語尾の本質と節構造 
3.1. 向話⼀致・起話⼀致 
❏ Miyagawa (2022):「-でs」「-まs」は聞き⼿とφ素性におい

て⼀致(向話⼀致: allocutive agreement) 
☞キャラ語尾は話し⼿との⼀致(起話⼀致: elocutive agree-

ment)を⽰す。 
❏ 本発表では…        b. 

◆ ⽇本語のような類別詞⾔語: 
性素性の代わりに、より⽂ 
法化の度合いの低い類別素性 
(classifier feature)を持ち、 
複合的な値をとる。 

◆ Pesetsky and Torrego  
(2007)の⾒解:  
素性の解釈可能性と予め付値 
されているかは独⽴ 

(4) a. -ござr =  
  [uφ(PER:1, NUM:_, CL:(+武⼠, ...)), ...] 
3.2. 分割CPと談話投射       (5) 
❏ 本発表で仮定する節構造 

cf. Riizi (1997)、Krifka (2021)、 
  T&S (2003)、Miyagawa (2022)、 
  森⼭(2023)、等 

 

☞キャラコピュラはTopContrでも導⼊可能。cf. H&I(2011) 
(8) a.      b.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
➢ なぜ(9)は不可能？ 
(9) a.   * その噂は本当{で(は)やんせ/ざんせ}ん。 
 b.   * その噂は本当{でしぇ/アラ/ナラ}{ん/ない}。 
 c.   * その噂は本当{でし/アッ/ナッ}た。  

☞形態的な問題。 
(10) a. [[... {√やんs/√ざんs}cop] ... [+Neg]] 
 b. [[[... {√でsy/√アr/√ナr}cop] ...] [–Neg]] [–Past]]  
 c. [[[... {√でsy/√アr/√ナr}cop] ...] [+Neg]] [+Past]]  
 を具現する形態が存在しない。 
➢ 動詞語根が存在 ⇒ キャラコピュラは必ずTopContr。 

☞類を問わず否定辞・過去接辞に後続のみ可能。 
(11) a.   * その学⽣は⾏く{でござら/でありんせ/ざんせ}ん。 
 b. その学⽣は⾏かない{でござる/でありんす/ざんす}。 
(12) a.   * その学⽣が⾏く{でござっ/でありんし/ざんし}た。 
 b. その学⽣が⾏った{でござる/でありんす/ざんす}。 
➢ 法接辞「-(y)o(う)」との相対語順 

☞キャラコピュラが常に先⾏。 
(13) a. その学⽣が⾏く{でござろ/ざんしょ/でありんしょ}(う)。  
 b.   * その学⽣が⾏くだろう{でござる/ざんす/でありんす}。  
❏ キャラ助詞: 6つの類 
 I.「-しん」の類: ⾮曖昧にTopAbout。 
 II.「-なも」「-にょ」の類: TopAboutまたはJudg。 
 III.「-クマ」「-ニャン」の類: TopAboutまたはCommit。 
 IV.「-ぴょん」「-ぷー」の類: TopAboutまたはspk。 
 V.「-ってばよ」の類: Commitまたはaddr。 
 VI.「-お」の類:「-よ」の変種 ⇒ Commit 

2. キャラ語尾の分類 
2.1. 定延(2007)の2分類 
❏ キャラコピュラ: 繋辞の機能を兼ねる 
(2) a. おいどん、もともとバックプリント重視の⼈間でごわ 
  す。         (定延(2007: 28)) 
 b. はじめましてでおじゃる。まろも富⼭東⾼校の1年⽣ 
  でおじゃる。         (ibid.: 30) 
❏ キャラ助詞: 繋辞の機能を兼ねない 
(3) a. ナニーッ ワシはなにもいっとらんゴホン    (ibid.: 31) 
 b. ぼくらはフェレット、いたち科だひょーん。(ibid.: 32) 

2.2. さらなる細分類: 共起可能性と相対語順 
   -だ -る -でs -まs Neg -たr -(y)oう -か -よ -ね 

でござる * >  * <  >/< >/< <  <  <  <  
でおじゃる * >  * <  >/< >/< <  <  <  <  
でありんす * >  * ?*> >/?< >/< <  <  <  <  
でごわす * >  * ?> >/??< >/< ?< <  <  <  

っす * >  * ?*> >  >/< <  <  <  <  
でがんす * >  * ??> >  >/< ?< <  <  <  
でやんす * >  ?*> >  >  >/< ?< <  <  <  
ざます * >  * ?> >  >/< <  <  <  <  
ざんす * >  ??> ?> >  >/< <  <  <  <  
でしゅ * >  * >  >  >  ?< <  <  <  
アル * >  ??> >  >  >  <  <  <  <  
ナリ * >  ?> >  >  >  * <  <  <  
だ * >  >  >  >  >  * <  <  <  

ぞな * >  >  >  >  >  >  <  <  <  
しん >  >  >  >  >  >  ??> <  <  <  
なも >  >  >  >  >  >  >  >/< <  <  
にょ >  >  >  >  >  >  >  >/< <  <  
お >  >  >  >  >  >  ?> >  * <  

クマ >  >  >  >  >  >  >  >/< ?>/< <  
ケロ >  >  >  >  >  >  >  >/< ?>/< <  

ニャン >  >  >  >  >  >  >  >/< ?>/< <  
ワン >  >  >  >  >  >  >  >/< ?>/< <  

ぴょん >  >  >  >  >  >  >  >/< ?>/< ?>/< 
ぷー >  >  >  >  >  >  >  >/?< >/?< ?>/< 

ってばよ >  >  >  >  >  >  >  >  ??> ?> 
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4. キャラ語尾の構造的位置 
❏ キャラコピュラ: 繋辞と排他的 ⇒ 繋辞と同じ位置で導⼊ 

➢ しかし、⼀部のキャラコピュラは過去接辞・否定辞の左
右どちらにも⽣起 

(6) a. その噂は本当{でござっ/でありんし/ざんし}た。 
 b. その噂は本当だった{でござる/でありんす/ざんす}。 
(7) a. その噂は本当で(は){ござら/ありんせ/ざんせ}ん。 
 b. その噂は本当で(は)ない{でござる/でありんす/ざんす}。 

5. 結論 
➢ キャラコピュラ:  

✓ 2つの潜在的導⼊位置(繋辞位置・TopContr) 
✓ 個別の語彙の形態的特性 が分布を決定 

➢ キャラ助詞: 属する範疇＝導⼊される位置 が分布を決定 
☞ナリはTopContrにあるナリ！ 
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